
　化学科ご担当先生
令和 2年 12 月

数研出版株式会社

令和 2年度用高等学校教科書「改訂版 化学／化学 313」　訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書におきまして，下記の訂正を行いました。誠に恐れ入りますが，
この訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，この訂正内容は，令和 3年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づき訂正をお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまし
て，深くお詫び申し上げます。

頁 行 原　文 訂正文

186 図 A

参 考 弱酸の電離平衡と滴定曲線

　これまで学んだ弱酸の電離平衡について，滴定曲線を用いて整理しておく。
　図は 0.10mol/Lの酢酸（弱酸）10mLを 0.10mol/Lの水酸化ナトリウム水
溶液（強塩基）で中和滴定したときの滴定曲線である（ ）。このとき，NaOH

水溶液の滴下量 10mLで過不足なく反応する。生成する酢酸ナトリウム
CH3COONaは，弱酸と強塩基からなる 塩 である。
　　　CH3COOH＋ NaOH → CH3COONa＋ H2O

生体内の緩衝液 生活

　ヒトの血液には二酸化炭素が溶けていて，血液は二酸化炭素 CO2と炭
酸水素イオン HCO3

－の緩衝液となっている。
　よって，健康なヒトの血液の pHは緩衝作用により中性に近い 7.4に保
たれている。血液中では，次の電離平衡が成
りたっている。
　　　CO2＋ H2O ⇄ H＋＋ HCO3

－ ①　
　例えば，外部から水素イオン H＋が血液中
に入ると，①式の平衡は左向きに移動し，H＋

は消費される。その際，発生した CO2は肺
から排出される。

コラム

血液パックアシドーシス，ヘモグロビン
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②弱酸とその塩による緩衝液とな
　っており，pHの変化が小さい。

③弱酸の塩が加水分解して中和
　点で塩基性を示す。

④強塩基とその塩の水溶液で，
　強塩基による pHの値をとる。

①弱酸の濃度を c〔mol/L〕，電離
　定数を Kaとすると，
　［H＋］＝　 　，
　pH＝－　 log10cKa

　①では Kaが小さい弱酸（ 　）
　ほど，より上の pHから始まる。

cKa
1ー2

④

③

②

①

●⬆図Ａ　酢酸を NaOH水溶液で滴定したと
きの滴定曲線
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